
ＷＧ（ワーキンググループ）の検討内容・スケジュール・進行方法について 

 

１. 各ＷＧの検討内容 

各ＷＧ（ワーキンググループ）の概要や検討項目は以下に示すとおりです。 
 

ア）ＥＶ等観光プランの作成検討ＷＧ 

自家用車で訪れる方を公共交通機関へシフトし、市内を不便なく、かつ、低炭素で観光で

きる環境を検討する。 

・ 公共交通機関と市内で使用するＥＶ等を活用するための観光プランの作成（「伊勢なら

では」のプランを作成） 

・ 観光客だけの利用環境を考えるのではなく、市民にとって使い易いＥＶ等の利用環境も

検討 

・ 公共交通機関の利用促進と地域の活性化方策の作成 等 

 

イ）駅周辺商店街によるおもてなしの検討ＷＧ 

駅周辺商店街の活性化とともに、高齢者の観光及び買い物時のＥＶ等の利用について検討

する。また、ＥＶ等を電源として活用している姿を見せ、ＥＶ等の使い方の提案方法を検

討する。 

・ 電動カートを活用できる環境づくりの検討 

・ 路上等におけるＥＶ等展示の実施方法の検討 等 

 

ウ）災害時に観光者が安心できる環境づくり検討ＷＧ 

ＥＶ等を非常用電源として有効に活用する方法や、利用できる仕組みづくりについて検討

する。 

・ 企業が有するＥＶ等を、災害時の非常用電源や、医療機関等で利用する仕組みづくりの

検討 

・ その他、災害時に対応できるＥＶ等の利用方法の検討 等 

 

エ）ＥＶ等のモビリティーを上手く使える環境づくりＷＧ 

日常生活、観光ＥＶ等を使用するための充電施設に関するルールを作成する。またＥＶ等

を使う方を増やすためのインセンティブについて検討する。 

・ 充電器設置の位置や、充電器使用の課金方法の検討 

・ 優先駐車場や、施設における駐車場所（優遇）の検討 

・ 看板による案内表示や、その設置場所の検討 等 

 

オ）観光地伊勢に調和したデザインづくり検討ＷＧ 

観光地伊勢に調和したＥＶ等についての統一的なデザインのあり方について検討する。 

・ 「分かりやすさ」や「伊勢らしさ」などの観点からのデザインの検討 

・ 車両・充電設備・看板等での統一的なデザインの活用方法の検討 

・ デザインの募集方法、周知方法、選出方法、展開方法等の検討 等 
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２. 協議会及びＷＧのスケジュール（案） 

＜今年度の協議会及びＷＧによる到達イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今年度の協議会及びＷＧのスケジュール（予定）＞ 

ＷＧの時期と課題案 
時期 

ｱ)観光プラン ｲ)おもてなし ｳ)安心づくり ｴ)上手く使う ｵ)デザイン 

協議会の時期
と議題案 

８月  
 

    第１回（8/10）
・WG の内容等の

確定 

９月  第１回（9/20）
･目的の共有 
･今後の進め方 
･自由討議等 

第１回（9/20）
･目的の共有 
･今後の進め方
･自由討議等 

   

10 月 第１回（10/10） 
･目的の共有  
･今後の進め方 
･自由討議等 
第２回 
･EV 等を活用
した魅力的な
観光プラン 

 
 
 
第２回 
･駅周辺商店
街の活性化、
高齢者のEV等
利用等 

 
 
 
第２回 
･非常用電源
として活用す
る た め の 場
面、方法 

第１回（10/11）
･目的の共有 
・今後の進め方
･自由討議等 

第１回(10/11) 
･目的の共有 
･今後の進め方 
･自由討議等 

 

11 月 第３回 
・市民利用も含
めた EV 等利用 
・公共交通機関
利用促進等 

  第２回 
･他 WG の検討
を踏まえた充
電器の位置､
課金方法 

第２回 
･他 WG の検討
を踏まえたデ
ザインのあり
方､活用 

第２回 
・これまでの WG

検討結果の
共有 

・以降の方針 
12 月 第４回 

・各主体に求め
られる役割 

・現実的な取組 

第３回 
・電動ｶｰﾄ活用
の 環 境 づ く
り､EV 等展示
の実施方法 

第３回 
・企業が有す
るEV等を活用
するための仕
組みづくり 

第３回 
・駐車場等での

優遇措置や、
案内表示の
あり方 

第３回 
･デザインの募
集、周知、選
出、展開方法
の検討 

 

１月 第５回 
・スケジュール
も示した行動
計画案の作成 

第４回 
･各主体に求め
られる役割 

･現実的な取組 

第４回 
･各主体に求め
られる役割 

･現実的な取組

第４回 
・各主体に求め
られる役割 

・現実的な取組

第４回 
・各主体に求め
られる役割 

・現実的な取組 

第３回 
・これまでの WG
検討結果の共有

・行動計画案 
２月  

 
第５回 
・スケジュー

ルも示した
行動計画案
の作成 

第５回 
・スケジュー

ルも示した
行動計画案
の作成 

第５回 
・スケジュール

も示した行
動計画案の
作成 

第５回 
・スケジュール

も示した行
動計画案の
作成 

 

３月  
 

    第４回 
・行動計画確定

第１回 

・目的の共有 

・メンバーの自己紹介 

・自由討議 

・今後の進め方の確定 

第２回～第４回 

・個々のＷＧのテーマ

 に応じて議論 

・第４回で素案提出に

移行 

第５回 

・各ＷＧにおける行動計

画案の作成 

・全体の行動計画案への

反映について検討 

第１回協議会 第２回協議会 第３回協議会 第４回協議会 

行
動
計
画
の
作
成 
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３. ワーキングの進行方法について 

 

＜参画メンバーへのお願い＞ 

○ 低炭素社会の創造に向けて、観光の振興、産業の活性化、市民の利便性などを含ん

だ、伊勢の望ましい姿を実現するための方法、方向性を考えて下さい。 

○ それぞれの立場で担う役割や、実行することを考えて下さい。 

○ 参画者は、議論のため必要と考えられる資料を準備して下さい。事務局は、資料の

作成をお手伝いしますので、事前にご相談下さい。 

○ ＷＧの作業目的は、行動計画の作成に必要な考え方や、具体的な行動内容を検討す

ることです。協議会のマイプランとして、実行可能な内容にして下さい。但し、実

行のために障害となることについては、課題の解決に必要なことを整理して下さい。 

○ ＷＧでは、代表者を１名選出して下さい。代表者はＷＧにおける議論の結果を協議

会へ報告してください。 

○ 他のメンバーの意見は、尊重し、建設的な議論が進むように留意して下さい。 

○ ワーキングで知り得た情報については、口外及び本事業以外での使用は行わないで

下さい。 

 

＜ファシリテーターの役割＞ 

○ 各ワーキングの最初に、ワーキングの論点や目的・到達点を提示します。 

○ 各ワーキングの論点に合わせた的確な情報（他地域の事例、関係法令など）を提示

します。 

○ メンバー全員が円滑に議論に参加してもらうための雰囲気づくりを行い、その場で

出た意見がメンバー全員で共有できるようにコーディネートします。 

○ 各ワーキングの最後に会議の振り返り・まとめを行い、次回のワーキングに向けて

の宿題を提示します（参画メンバーは、次回ワーキングまでに各自宿題に取り組み、

次回ワーキングで報告いただくこととします）。また、次回ワーキングの日程調整も

行います。 
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